
『
夷
堅
志
』

の
夢
解
き
説
話
に
つ
い
て

|
|
『
太
平
康
記
』
と
の
比
較
よ
り
見
る
|
|

は
じ
め
に

)
夢
に
現
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
超
越
者
た
る
鬼
神
か

細
ら
送
ら
れ
た
啓
示
や
将
来
起
こ
る
現
実
で
あ
ろ
う
事
柄
の
暗
示
と
み

一
い
な
し
、
そ
の
吉
凶
を
判
断
す
る
「
占
夢
」
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て

い
重
視
さ
れ
て
い
た
。
『
周
躍
』
春
官
宗
伯
に
は
、
占
夢
の
官
が
置
か
れ

m
て
い
た
と
の
記
述
が
見
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
南
宋
の
洪
越
が
『
容

欄
草
壁
』
巻
十
五
「
古
人
占
夢
」
の
中
で
も
触
れ
て
お
り
、
古
今
の

陪
「
占
夢
」
の
歴
史
を
概
観
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
官
渓
密
文
士
山
七
略
の
雑
占
十
八
家
は
、
黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
、
甘

れ
徳
長
柳
占
夢
二
十
巻
を
以
て
首
と
属
す
。
其
の
説
に
日
く
、
雑

ラ
か
が

臨
占
と
は
、
百
家
の
象
を
紀
し
、
善
悪
の
詮
を
候
う
な
り
。
衆
占

閣
は
一
に
非
ず
、
市
る
に
夢
も
て
大
と
矯
す
。
故
に
周
に
其
の
官

有
り
、
と
。
周
躍
、
太
ト
は
三
夢
の
法
を
掌
り
、
一
に
致
夢
と

日
い
、
ニ
に
鯖
夢
と
日
い
、
=
一
に
成
砂
と
白
う
。
鄭
氏
は
以
矯
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福

知
可
志

田

ら
く
致
夢
は
夏
后
氏
に
作
り
し
所
、
鯖
夢
は
商
人
に
作
り
し
所
、

戚
捗
は
之
を
夢
み
て
皆
得
る
を
雪
一
同
い
、
周
人
に
作
る
。
而
る
に

占
夢
専
ら
一
官
魚
り
、
日
月
星
辰
を
以
て
六
夢
の
吉
凶
を
占
い
、

其
の
別
は
、
正
と
日
ぃ
、
彊
と
臼
い
、
思
と
日
ぃ
、
嬉
と
日
ぃ
、

と

喜
と
日
い
、
憾
と
白
う
。
季
冬
、
王
の
夢
を
聴
い
、
吉
夢
を
王

に
献
じ
、
玉
は
奔
し
て
之
を
受
く
。
乃
ち
四
方
に
舎
萌
し
て
以

て
悪
夢
を
贈
る
。
合
萌
と
は
、
猶
お
稗
来
す
る
が
ご
と
き
な
り
。

婚
と
は
、
之
を
迭
る
な
り
。
詩
、
妻
、
躍
経
の
載
せ
し
所
、
高

宗
夢
に
設
を
得
、
周
文
玉
、
帝
の
九
齢
を
輿
う
る
を
夢
み
、
武

王
討
を
伐
つ
に
、
夢
、
股
の
卜
に
叶
う
。
白
日
宝
牧
を
考
し
、
牧

人
に
熊
熊
理
蛇
の
夢
有
り
。
彼
の
故
考
を
召
し
て
、
之
に
占
夢

を
訊
う
。
左
停
の
書
す
所
尤
も
多
し
。
孔
子
雨
被
に
坐
食
せ
ら

る
を
夢
む
。
然
ら
ば
則
ち
、
古
の
聖
賢
、
未
だ
嘗
っ
て
夢
を
以

て
大
と
震
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
是
を
以
て
七
略
に
見
る
者
此
く

の
如
し
。
貌
、
耳
目
の
方
技
、
猶
お
時
時
或
い
は
之
有
り
。
今
人
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復
た
此
の
卜
に
留
意
せ
ず
、
市
井
の
妄
術
、
在
る
所
林
の
如
し

と
雄
も
、
亦
た
一
箇
の
占
夢
を
以
て
自
ら
名
づ
く
る
者
無
し
。
其

の
皐
殆
ど
絶
打
。

古
代
の
聖
賢
が
重
視
し
た
占
夢
の
学
は
、
『
漢
書
官
』
墾
文
志
で
「
衆

占
は
一
に
非
ず
、
而
る
に
夢
も
て
大
と
属
す
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
洪
遁
の
時
代
で
は
留
意
す
る
者
も
無
く
、
ち
ま
た
に
「
妄
術
」
(
紛

い
物
の
占
術
)
は
あ
ふ
れ
で
い
る
が
、
占
夢
と
自
称
す
る
者
は
お
ら

ず
、
正
統
な
学
問
と
し
て
の
占
夢
は
ほ
と
ん
ど
絶
え
た
と
い
う
。
そ

れ
は
、
洪
越
の
時
代
、
南
宋
中
期
に
お
い
て
、
夢
の
啓
示
に
つ
い
て
、

傾
聴
す
る
に
足
る
専
門
家
が
い
な
く
な
り
、
正
し
く
判
断
す
る
乙
と

が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
現
状
を
も
示
唆
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

洪
遡
が
自
ら
編
集
し
た
小
説
集
『
夷
堅
志
』
に
は
、
夢
の
記
述
を

含
む
説
話
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
数
は
現
存
す
る
も
の
で
六
三

七
条
あ
る
(
た
だ
し
、
臨
死
体
験
を
描
く
蘇
生
の
物
語
及
び
重
複
し

て
収
録
さ
れ
た
話
の
重
複
分
を
除
く
)
。
現
在
最
も
多
く
の
説
話
を
収

録
す
る
、
何
卓
氏
楳
点
扶
訂
に
よ
る
中
華
書
局
本
「
夷
堅
士
山
』
(
一
九

八
一
年
)
に
は
二
七
三
一
条
の
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

約
四
分
の
一
の
説
話
に
夢
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
夢
の
啓
示

に
対
し
、
夢
を
見
た
当
人
あ
る
い
は
第
三
者
が
何
ら
か
の
判
定
を
行

う
占
夢
の
記
述
を
含
む
夢
の
説
話
を
、
今
仮
に
夢
解
き
説
話
と
し
て

一
つ
の
類
型
と
見
な
す
と
、
二

O
五
条
を
数
え
る
。
洪
逝
が
『
容
爾

績
筆
』
で
指
摘
し
た
占
夢
の
現
状
は
、
「
夷
竪
志
」
の
夢
解
き
説
話
で

は
来
た
し
て
い
か
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

湯
浅
邦
弘
氏
は
『
容
爾
績
筆
』
の
一
文
を
「
夢
と
占
夢
の
衰
退
・

消
滅
」
を
記
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
た
だ
し
氏
は
、
同
じ

く
洪
遇
が
編
纂
し
た
「
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
に
お
い
て
、
占
夢

が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
か
っ

た。
本
稿
は
、
『
夷
堅
志
」
に
収
録
さ
れ
た
、
占
夢
が
描
か
れ
る
夢
解
き

説
話
に
注
目
し
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
た
上
で
、
洪
遁
、
そ
し
て
説

話
の
語
り
手
た
る
宋
代
の
士
大
夫
た
ち
の
、
夢
の
啓
示
及
び
占
夢
に

対
す
る
認
識
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

真
実
と
し
て
の
夢
の
啓
示

『
夷
堅
志
』
以
前
の
夢
解
き
説
話
で
は
、
占
夢
の
対
象
で
あ
り
、
神

の
お
告
げ
と
し
て
の
夢
の
啓
示
は
、
後
に
実
現
さ
れ
る
真
実
で
あ
り
、

少
し
の
狂
い
も
な
い
ほ
ど
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
夷
竪
志
』

の
夢
解
き
説
話
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

「
夷
堅
志
』
以
前
の
夢
解
き
説
話
に
伺
え
る
例
と
し
て
、
先
行
研
究

で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
匹
、
晋
の
干
賓
が
記
し
た
『
捜
神
記
』
巻

十
「
謝
奉
」
の
説
話
を
挙
げ
て
お
く
。

曾
稽
の
謝
奉
、
永
興
太
守
郭
伯
猷
と
善
し
。
謝
は
忽
ち
郭
の
人

と
掘
削
江
の
上
で
樗
蒲
銭
を
争
い
、
困
り
て
水
神
の
寅
む
る
所
と



局
り
、
水
に
堕
ち
て
死
し
、
己
は
郭
の
凶
事
を
管
理
す
る
を
夢

む
。
問
先
む
る
に
及
び
て
、
即
ち
郭
の
許
に
往
き
、
共
に
棋
を
図

や
や

む
。
良
久
し
く
し
て
、
謝
云
う
、
卿
は
五
口
の
来
意
を
知
る
や
否

や
、
と
。
図
り
て
夢
み
る
所
を
説
く
。
郭
は
之
を
聞
き
て
懐
然

と
し
て
、
云
う
、
吾
も
昨
夜
亦
た
人
と
銭
を
争
う
を
夢
み
る
は
、

卿
の
夢
み
る
所
の
如
く
し
て
、
何
ぞ
期
す
る
と
と
の
太
だ
的
的

な
る
や
、
と
。
須
曲
目
に
し
て
周
へ
行
き
、
使
ち
倒
れ
て
気
絶
す
。

謝
の
凶
具
を
矯
す
は
、
一
に
其
の
夢
の
如
し
。

謝
奉
と
郭
伯
猷
は
共
に
郭
の
不
吉
な
夢
を
見
て
お
り
、
郭
は
厨
で

)
死
に
、
謝
に
葬
式
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
夢
に
現
れ
た
イ

嗣

メ

l
ジ
で
あ
る
「
水
に
堕
ち
て
死
す
」
は
、
厨
で
死
亡
す
る
こ
と
を

引
暗
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
結
末
が
夢

仙
の
啓
示
と
一
致
す
る
こ
と
が
、
話
の
末
尾
の
「
一
如
其
夢
」
の
句
で

仁
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
山
『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
に
も
、
『
捜
神
記
』
「
謝
奉
」
の
例
と
岡

山
町
様
に
、
夢
の
啓
示
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
し
て
確
認
し
よ
う
と

夢
す
る
態
度
が
伺
え
る
。
そ
の
例
と
し
て
『
夷
堅
甲
志
』
巻
九
の
「
絢

同
紡
一
一
一
一
歩
」
を
挙
げ
て
お
く
。

一
四
絢
紡
は
、
字
は
公
索
、
元
の
姓
は
句
、
上
の
嫌
名
を
犯
し
、
遂

院
に
系
を
増
し
て
絢
と
潟
じ
、
其
の
音
は
章
句
の
句
の
如
し
。
宣

和
甲
辰
、
省
試
に
赴
く
に
、
夢
に
人
告
げ
て
日
く
、
法
か
に
得

と
は
、
州
に
逢
え
ば
便
ち
得
、
と
。
紡
は
喜
び
、
調
え
ら
く
、
逮
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か
に
得
と
は
、
即
ち
得
る
な
り
、
と
。
己
に
し
て
利
あ
ら
ず
。
建

炎
戊
申
に
至
り
て
、
維
揚
に
試
み
ら
れ
、
夢
み
る
こ
と
初
め
の

如
し
。
紡
日
く
、
溢
と
は
、
絢
な
り
。
我
己
に
姓
絢
な
り
、
と
。

又
た
揚
州
に
試
み
ら
れ
、
其
れ
必
ず
得
ん
と
す
る
も
、
又
た
利

あ
ら
ず
。
久
し
く
し
て
、
復
た
夢
に
其
の
人
来
た
り
て
、
寅
を

以
て
告
げ
て
臼
く
、
君
年
四
十
八
に
し
て
方
に
登
科
す
、
今
は

未
だ
し
。
紡
は
時
に
三
十
八
な
り
、
度
る
に
猶
お
十
年
有
り
、
未

だ
得
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
敢
え
て
進
取
の
意
を
萌
さ
ず
、
道

州
に
扉
居
す
。
富
家
の
翁
召
び
て
其
の
子
に
教
え
し
む
。
紹
興

甲
寅
の
科
の
詔
下
る
に
及
び
て
、
紡
は
四
十
五
歳
な
り
、
以
局

ら
く
必
ず
成
る
無
し
、
と
。
往
く
を
肯
ぜ
す
。
主
人
之
に
強
い

て
日
く
、
君
を
延
く
所
以
の
者
は
、
正
に
小
児
を
挟
み
て
倶
に

理
場
に
入
ら
ん
と
欲
す
る
が
た
め
な
り
、
君
、
必
ず
行
け
、
と
。
陰

か
に
其
の
子
を
し
て
自
ら
痛
に
家
状
を
下
し
て
試
を
求
め
し

む
。
紡
は
己
む
を
得
ず
之
に
従
い
、
遂
に
富
子
と
奥
に
薦
送
き

る
。
明
年
、
公
擦
を
搬
め
て
鵡
部
に
納
め
、
漫
ろ
に
啓
き
て
視

れ
ば
、
則
ち
具
せ
し
所
の
年
甲
、
誤
り
て
以
て
四
十
七
と
属
す

も
、
是
の
年
正
に
四
十
八
な
り
。
黙
し
て
喜
び
、
以
鋳
ら
く
神

助
な
り
、
と
。
濁
り
未
だ
州
に
逢
え
ば
便
ち
得
の
語
を
暁
ら
ざ

る
の
み
。
坐
圃
混
時
間
出
づ
る
に
及
び
て
、
紡
の
名
の
左
の
一
人

は
姓
は
潟
、
右
の
一
人
は
姓
は
周
、
是
の
歳
遂
に
登
第
す
。
首

尾
十
二
年
、
凡
そ
三
た
び
夢
を
見
て
方
め
て
験
あ
り
、
曲
折
明
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白
な
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

末
尾
で
「
首
尾
十
二
年
、
凡
そ
三
た
び
夢
を
見
て
方
め
て
験
あ
り
、

曲
折
明
白
な
る
こ
と
此
く
の
如
し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十

二
年
間
に
見
た
三
度
の
夢
で
会
っ
た
人
物
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
、

絢
紡
の
運
命
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
、
最
後
に
具
体
的
な
真
「
寅
」

と
し
て
合
格
す
る
年
齢
を
告
げ
ら
れ
る
。
絢
紡
は
、
夢
の
啓
示
に
従
っ

て
、
科
挙
受
験
の
時
期
を
十
年
遅
ら
せ
て
さ
え
い
る
。
夢
の
啓
示
へ

の
信
頼
が
篤
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

洪
遜
は
慶
元
二
年
(
一
一
九
六
)
に
記
し
た
『
夷
堅
支
戊
序
』
に

お
い
て
、
夢
の
説
話
に
つ
い
て
触
れ
、
百
口
氏
春
秋
』
巻
十
九
「
離
俗

覧
・
離
俗
」
に
見
え
る
賓
卑
衆
の
話
を
挙
げ
て
い
る
。
膏
の
荏
公
の

時
、
賓
卑
衆
は
夢
の
中
で
勇
士
に
叱
略
さ
れ
、
顔
に
唾
を
か
け
ら
れ

る
。
目
が
醒
め
て
屈
辱
に
思
い
、
友
人
と
と
も
に
三
日
間
四
つ
辻
に

立
ち
、
勇
士
を
探
す
が
見
つ
か
ら
ず
、
自
例
す
る
。
洪
選
は
こ
の
話

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
謂
え
ら
く
古
今
の
人
の
志
趣
は
同
じ
か
ら
ざ
る
が
若
き
と
雌

も
、
其
の
亘
情
径
行
な
る
者
は
、
蓋
し
之
有
り
。
此
く
の
若
き

一
事
は
、
決
し
て
人
情
の
宜
し
く
有
る
べ
き
所
に
非
ず
、
疑
う

ら
く
は
口
口
氏
の
仮
設
し
て
以
て
詞
を
局
さ
ん
。
然
ら
ず
ん
ば
、
烏

あ
な
ど

ぞ
夢
に
人
の
凌
る
所
と
盛
岡
り
て
、
旦
に
諸
を
術
に
求
め
、
身
を

以
て
濡
に
死
し
て
悔
い
ざ
る
に
至
ら
ん
や
。
所
謂
其
の
友
も
亦

た
一
痴
物
な
る
の
み
。
略
ぽ
片
言
の
以
て
其
の
惑
い
を
開
く
こ

と
無
き
は
、
至
恩
と
謂
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
予
其
の
書
を
讃
む

毎
に
、
必
ず
矯
に
失
笑
す
。

夢
の
中
で
人
に
辱
め
ら
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
実
際
四
つ
辻
に
立
っ

て
そ
の
人
を
捜
す
こ
と
は
、
「
人
情
」
と
し
て
あ
り
え
な
い
、
笑
う
べ

き
も
の
で
あ
る
と
言
い
、
「
仮
設
」
(
虚
構
)
を
疑
っ
て
い
る
。
「
絢
紡

三
夢
」
に
お
け
る
、
夢
の
啓
示
に
追
従
す
る
点
で
は
賓
卑
衆
も
絢
紡

も
同
じ
で
あ
る
が
、
洪
越
は
絢
紡
の
行
動
を
批
判
し
て
い
な
い
。
受

験
対
策
の
上
で
夢
の
啓
示
は
有
用
な
情
報
源
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

あ
り
、
当
時
の
士
大
夫
の
人
情
に
叶
う
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
は
な

い
由
。

『
夷
竪
志
』

の
夢
解
き
説
話
の
特
徴

(
1
)

科
挙
と
廟
に
お
げ
る
祈
夢

前
章
で
挙
げ
た
「
絢
紡
三
夢
」
の
夢
の
啓
示
は
、
科
挙
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
「
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
は
、
夢
の
啓
示
が
科
挙
・

出
世
に
関
連
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
科
挙
は
士
大
夫
の
最
大
の
関

心
事
で
あ
り
、
夢
解
き
説
話
に
お
い
て
も
こ
の
型
が
最
も
多
く
収
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
師
、
当
時
の
科
挙
受
験
生
の
精
神
と
占
夢
と
の
関

係
の
深
さ
を
示
し
て
い
よ
う
。
宋
代
で
は
、
科
挙
受
験
者
は
占
い
を

信
じ
、
自
ら
の
運
命
を
占
者
に
尋
ね
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
宋
の

沼
綴
「
東
情
記
事
』
巻
三
に
、
張
士
遜
が
冠
準
と
と
も
に
相
園
寺
の



占
者
を
尋
ね
、
宰
相
に
な
る
と
預
言
さ
れ
る
話
に
も
見
え
る
。

『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
で
は
、
廟
に
お
い
て
の
祈
夢
・
乞
夢
が

自
に
つ
く
。
宋
代
に
祈
夢
・
乞
夢
の
風
習
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
ま
ず
『
夷
堅
甲
志
』
巻
七
「
不

葬
父
落
第
」
の
話
を
挙
げ
る
。

す
す
ぬ

陳
果
は
、
字
は
亨
明
、
福
州
の
人
な
り
。
貢
ら
れ
て
京
師
に
至

り
、
ニ
相
公
廟
に
往
き
て
夢
を
祈
る
。
夜
神
を
夢
み
て
臼
く
、
子

の
父
死
し
て
葬
ら
れ
ず
、
科
名
未
だ
期
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

と
。
呆
は
猶
お
疑
い
て
未
だ
信
じ
ず
。
明
年
、
果
た
し
て
禅
問

)
に
瓢
せ
ら
れ
、
遂
に
書
を
遣
わ
し
て
其
の
家
に
告
げ
、
麗
や
か

嗣
に
陪
り
て
事
を
艶
す
。
後
に
再
び
試
み
ら
れ
て
登
第
向
。

引
開
封
の
ニ
相
公
廟
は
夢
の
啓
示
を
与
え
て
く
れ
る
霊
験
あ
ら
た
か

い
な
神
と
し
て
、
科
挙
受
験
生
の
間
で
は
尊
崇
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
o

m
こ
の
こ
と
は
、
『
夷
堅
乙
志
』
巻
十
九
「
二
相
公
廟
」
の
話
に
も
見
る

糊
こ
と
が
で
き
る
。

日
目
京
師
の
二
相
公
廟
は
城
西
内
城
の
脚
下
に
在
り
。
翠
人
の
京
に

an 
夢
入
る
者
、
必
ず
往
き
て
謁
し
て
夢
を
祈
り
、
率
ね
銭
を
以
て
左

い
い
右
童
子
の
手
中
に
置
き
、
最
も
神
霊
有
り
と
云
う
。
〔
中
略
)
其

臨
の
他
の
霊
験
甚
だ
多
く
、
載
す
に
勝
え
判
。

関
夢
を
祈
る
た
め
の
神
聖
な
儀
式
の
場
と
し
て
の
艇
が
、
特
に
科
挙

5

を
控
え
た
士
人
た
ち
の
問
で
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と

6

吾
首
え
よ
ト
フ
。

廟
で
の
「
乞
夢
」
の
習
慣
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
『
夷
堅
志
』
以
前
の
説
話
に
お
け
る
「
乞
夢
」
と
し
て
は
、

例
え
ば
庸
の
呂
道
生
『
定
命
録
』
「
貌
仰
」
(
『
太
平
成
記
』
巻
ニ
七
七

に
収
録
)
の
物
語
の
例
が
あ
る
。

貌
仰
は
李
亀
年
と
同
選
な
り
。
相
い
輿
に
夢
み
、
貌
は
夢
に
侍

郎
李
彰
年
を
見
れ
ば
、
人
を
し
て
喚
は
し
め
、
品
川
は
鐙
門
の
中

に
於
い
て
耳
を
側
て
て
之
を
聴
く
。
亀
年
は
夢
に
人
の
報
ず
る

有
り
て
、
侍
郎
は
君
に
一
織
の
丞
を
注
興
す
、
と
。
明
日
共
に

此
の
夢
を
解
す
。
以
局
ら
く
門
中
に
耳
を
側
つ
は
是
れ
問
字
な

り
、
謄
に
是
れ
聞
喜
な
る
べ
し
、
と
。
果
た
し
て
聞
喜
の
尉
に

唱
え
ら
る
。
李
亀
年
は
果
た
し
て
務
州
新
豚
の
丞
に
唱
え
ら
る
。

仰
は
後
に
野
安
郡
黄
闘
の
尉
に
疑
せ
ら
れ
、
量
移
を
准
勅
せ
ら

る
。
夢
を
乞
い
、
夢
に
一
毛
蝿
子
を
拾
得
す
。
李
鍾
年
と
占
議

し
て
、
云
う
、
毛
字
は
千
の
下
に
七
有
り
、
雁
に
此
と
を
去
る

こ
と
一
千
七
百
旦
な
る
べ
し
、
と
。
其
の
言
の
如
し
。

替
安
郡
黄
尚
の
尉
に
左
遷
さ
れ
た
貌
仰
が
「
盆
歩
」
を
行
う
。
た

だ
し
、
廟
で
「
乞
夢
」
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
毛
蝿
子
」
(
未

詳
)
を
拾
う
夢
を
見
、
李
鍾
年
に
占
っ
て
も
ら
い
、
毛
の
字
は
千
と

七
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
千
七
百
里
離
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
と
解
釈
し
、
実
際
そ
の
言
葉
通
り
に
な
る
。

『
定
命
録
』
「
潜
扮
」
(
『
太
平
鹿
記
」
巻
二
七
七
に
収
録
)
で
は
、
科

挙
合
格
の
と
き
と
官
を
得
る
と
き
に
は
必
ず
先
に
夢
の
お
告
げ
が
あ
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る
と
の
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

潜
珠
は
自
ら
檎
す
、
出
身
得
官
は
、
必
ず
先
に
夢
有
り
、
と
。
越

自
動
と
同
選
な
り
。
倶
に
名
を
上
堂
に
送
る
も
、
官
は
久
し
く

出
で
ず
。
後
に
扮
は
云
う
、
己
に
夢
を
作
し
、
官
は
出
で
ん
と

欲
す
。
夢
に
粉
は
自
勤
と
同
に
官
を
謝
す
。
サ
は
前
に
在
り
て

行
き
、
自
動
は
後
ろ
に
在
り
。
謝
す
る
躍
に
及
び
て
、
所
は
東

に
在
り
て
、
公
は
西
に
在
り
。
相
い
見
て
笑
う
、
と
。
其
の
後

三
日
し
て
、
果
た
し
て
官
出
づ
。
紛
は
御
史
局
り
て
、
自
動
は

拾
遺
矯
り
。
同
日
謝
し
、
初
め
刊
か
れ
し
と
き
、
品
川
は
前
に
在

り
て
先
に
行
き
、
自
勤
は
後
ろ
に
在
り
。
朝
に
入
れ
ば
、
則
ち

扮
は
東
に
立
ち
て
、
自
勤
は
西
に
立
つ
。
雨
人
遂
に
相
い
視
て

笑
う
は
、
其
の
夢
の
如
一
凶
。

潜
粉
は
「
出
身
得
官
は
、
必
ず
先
に
夢
有
り
」
と
自
ら
称
し
、
越

自
動
と
と
も
に
科
挙
に
応
じ
て
い
る
。
溶
扮
の
伝
記
は
不
明
で
あ
り
、

そ
の
言
動
に
如
何
な
る
思
想
背
景
が
あ
っ
た
か
は
断
定
で
き
な
い
。

し
か
し
科
挙
受
験
生
の
夢
の
啓
示
へ
の
信
額
が
す
で
に
唐
の
説
話
に

描
か
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
2
)

権
威
あ
る
占
夢
者
の
不
在

夢
解
き
が
必
要
な
夢
の
啓
示
は
、
そ
れ
が
夢
を
見
た
人
間
の
運
命

に
関
わ
る
情
報
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
夢
を
見
た
者
に
容
易
に
真
意

が
伝
え
ら
れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
夢
を
見
た
者

に
代
わ
っ
て
、
正
確
に
読
み
解
く
役
割
を
担
っ
て
登
場
す
る
の
が
占

夢
者
で
あ
る
。
『
太
平
底
記
』
の
夢
解
き
説
話
に
は
、
こ
の
占
夢
者
が

ほ
と
ん
ど
の
場
合
登
場
し
、
主
人
公
に
正
確
な
解
説
を
披
露
す
る
の

で
あ
る
。

『
太
平
成
記
』
に
お
け
る
夢
解
き
説
話
の
構
造
は
、
以
下
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
。

夢
を
見
る
↓
啓
示
を
受
け
る
↓
夢
を
見
た
者
は
判
定
を
占
夢
者

に
委
ね
る
↓
占
夢
者
に
よ
る
正
確
な
解
説
↓
啓
示
が
現
実
と
な

る
こ
と
を
確
認

『
太
平
蹟
記
』
に
お
け
る
夢
の
啓
示
は
象
徴
的
で
分
か
り
に
く
い
。

そ
こ
で
、
必
ず
し
も
専
業
の
占
夢
者
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
占
夢
を

行
う
者
が
登
場
し
、
正
し
い
解
釈
を
披
濯
し
、
果
た
し
て
そ
の
解
釈

通
り
の
事
実
が
起
こ
る
。
物
語
の
構
造
と
し
て
は
単
純
な
パ
タ
ー
ン

が
多
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
唐
の
醇
用
弱
「
集
異
記
」
「
孫
氏
」
(
『
太

平
底
記
』
巻
二
七
六
に
収
録
)
の
説
話
を
挙
げ
る
。

孫
氏
の
官
を
求
む
る
有
り
て
、
箆
鳳
の
其
の
雨
拳
に
集
う
を
夢

む
。
以
て
占
者
宋
蓋
に
問
う
。
日
く
、
鳳
風
は
梧
桐
に
非
ざ
れ

ば
棲
ま
ず
、
竹
の
貨
に
非
ざ
れ
ば
食
わ
ず
。
卿
は
営
に
大
凶
な

る
べ
し
。
宜
杖
に
非
ざ
れ
ば
即
ち
削
杖
な
ら
ん
、
と
。
後
に
孫

氏
果
た
し
て
母
の
喪
に
遭
う
。

仕
官
を
望
む
孫
氏
は
、
自
分
で
夢
の
解
釈
を
行
う
こ
と
な
く
、
占

者
の
宋
鼓
に
尋
ね
る
。
上
口
夢
者
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
夢
解



き
専
門
の
占
者
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
宋
萱
は
夢
の
啓
一
市

を
大
凶
と
解
釈
し
、
孫
氏
の
父
ま
た
は
母
の
死
を
予
言
す
る
。
結
果

と
し
て
孫
氏
は
母
の
死
に
よ
っ
て
、
受
験
資
格
も
失
う
の
で
あ
る
。
野

崎
充
彦
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
『
太
平
蹟
記
』
に
お
け
る
、
上
口
夢
者
の

登
場
す
る
贈
与
型
の
夢
説
話
で
は
、
宋
萱
の
よ
う
な
占
夢
者
の
機
能

が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
言
目
。
と
の
物
語
を
伝
え
た
語
り
手
は
、
占

夢
者
の
権
威
を
認
め
、
喧
伝
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

一
方
、
『
夷
堅
忘
』
に
お
け
る
、
夢
解
き
の
あ
る
説
話
で
多
く
見
ら

れ
る
構
造
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

)
夢
を
見
る
(
廟
で
祈
夢
・
乞
夢
)
↓
啓
示
を
受
け
る
↓
正
確
な

棚
判
断
を
示
す
占
夢
者
の
不
在
・
夢
を
見
た
本
人
に
よ
る
誤
解
ま

引
た
は
不
正
確
な
解
釈
↓
現
実
と
の
相
違
↓
識
者
・
好
事
家
な
ど
、

い
別
人
の
夢
判
断
に
よ
る
啓
示
の
真
意
の
確
認

間
『
太
平
鹿
記
」
と
比
較
す
れ
ば
、
現
存
す
る
『
夷
堅
志
』
で
は
専
業

制
的
な
占
夢
者
が
登
場
す
る
例
は
ま
れ
で
あ
り
、
啓
示
を
正
し
く
読
み

融
解
い
て
見
せ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
専
業
的
な
占
夢
者
が
正
し
く

夢
読
み
解
く
唯
一
の
例
と
し
て
、
『
夷
堅
三
志
辛
』
巻
五
「
梅
渓
子
」
が

M
挙
げ
ら
れ
る
。
「
困
夢
者
」
(
占
夢
者
の
意
)
の
道
士
梅
一
様
子
は
、
証

跡
経
の
見
た
夢
の
啓
示
を
正
し
く
読
み
解
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
洪
週

間
は
梅
渓
子
の
発
言
「
三
巴
之
兆
」
に
つ
い
て
、
「
不
脱
其
故
」
(
そ
の

7

理
由
は
明
ら
か
で
な
い
)
と
指
摘
し
て
お
り
、
梅
渓
子
に
対
す
る
不

6

信
感
を
伺
わ
せ
る
。
概
し
て
物
語
に
お
け
る
占
夢
者
の
機
能
は
後
退

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
た
め
、
結
果
的
に
夢
の
啓
示
に
翻
弄

さ
れ
る
士
大
夫
の
姿
を
描
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。実際
、
『
夷
堅
士
山
』
で
は
、
夢
の
解
読
を
「
占
夢
」
者
に
尋
ね
た
が
、

誰
も
推
測
で
き
な
か
っ
た
と
記
す
説
話
が
あ
る
。
『
夷
堅
乙
士
山
』
巻
四

「
張
津
夢
」
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

張
津
は
、
字
は
子
問
、
紹
興
戊
辰
、
常
州
録
事
参
軍
自
り
歳
満

ち
て
吏
部
の
磨
勘
に
赴
く
。
同
鏑
に
張
宰
従
政
な
る
者
有
り
、
建

康
の
人
な
り
、
愛
路
の
属
官
を
罷
め
て
来
れ
り
、
亦
た
臨
中
将
(
推

薦
人
の
意
)
五
員
有
り
て
、
蛍
に
秩
を
改
む
べ
き
に
、
而
る
に

其
の
一
人
は
嘗
て
坐
累
し
、
鐙
曹
は
薦
章
を
以
て
疑
と
矯
し
、
方

に
省
に
上
り
て
報
を
待
つ
も
、
未
だ
可
否
を
決
せ
ざ
る
な
り
。
宰

は
之
を
憂
い
、
幾
ん
ど
寝
食
を
駿
す
。
忽
ち
津
の
至
る
を
見
、
其

の
姓
名
を
審
ら
か
に
し
、
大
い
に
喜
ぶ
。
臼
く
、
昔
年
蒋
山
に

至
り
て
賓
公
に
謁
し
夢
を
巧
い
、
夢
に
神
の
告
げ
て
臼
く
、
汝

が
身
の
畔
に
水
有
ら
ば
則
ち
官
を
改
む
、
と
。
嬉
め
て
諸
を
占

夢
に
訊
う
も
、
皆
な
能
く
測
る
莫
し
。
今
宗
人
と
遇
い
、
而
し

て
其
の
名
は
津
と
白
い
、
宰
の
字
水
を
加
う
れ
ば
、
津
の
字
な

り
。
神
は
之
を
告
げ
た
り
、
此
れ
吾
の
喜
ぶ
所
以
な
り
、
と
。
時

に
秦
丞
相
は
図
に
賞
た
り
、
幸
の
郷
里
の
故
を
以
て
、
震
に
其

の
事
を
下
し
、
適
に
是
の
日
を
以
て
報
を
得
、
二
人
は
遂
に
班

を
同
じ
く
し
て
引
見
せ
ら
る
。
津
の
次
は
第
三
に
営
た
り
、
宰
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の
班
は
四
に
在
り
、
市
る
に
軍
頭
司
は
訣
り
て
之
を
易
う
。
乃

ち
殿
下
に
詣
り
て
、
幸
の
津
の
上
に
立
つ
は
、
正
に
身
の
畔
に

水
あ
る
の
兆
に
符
す
と
云
日
。

「
搭
め
て
諸
を
占
夢
に
訊
う
も
、
皆
な
能
く
測
る
莫
し
」
と
あ
る
よ

う
に
、
洪
遜
の
時
代
に
も
複
数
の
占
夢
者
は
い
た
が
、
正
確
に
解
釈

で
き
る
者
は
お
ら
ず
、
張
宰
の
よ
う
に
、
夢
を
見
た
当
人
が
偶
然
手

が
か
り
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
解
釈
を
得
る
と
と
も
あ
っ

た
。
ヲ
」
の
話
は
専
門
家
と
し
て
の
占
夢
者
が
頼
り
に
な
ら
な
い
こ
と

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
は
じ
め
に
」
に
挙
げ
た
『
容
爾
綴
筆
』
の

洪
遜
の
見
解
を
裏
付
け
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

夢
を
見
た
当
人
が
、
専
業
で
は
な
い
占
夢
者
の
助
力
を
得
て
正
確

な
夢
判
断
を
導
く
説
話
も
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
「
夷
堅
甲
志
』
巻

十
三
「
虚
熊
母
夢
」
を
挙
げ
て
お
く
。

慮
熊
は
、
都
武
の
人
な
り
、
校
書
郎
委
の
子
な
り
。
紹
興
二
十

一
年
、
赴
き
て
南
宮
に
試
す
。
母
の
焚
氏
は
夢
に
数
人
の
棺
木

を
昇
ぎ
中
堂
に
至
り
、
日
く
、
此
れ
夫
人
の
母
な
り
、
と
。
枕

泣
し
て
痛
む
。
以
て
歪
に
告
げ
て
臼
く
、
人
は
言
う
、
棺
を
夢

む
れ
ば
官
を
得
、
と
。
若
し
三
郎
な
ら
ば
(
原
注
、
熊
の
行
は

第
三
な
り
。
)
、
恐
ら
く
登
科
の
兆
有
ら
ん
。
如
し
君
な
ら
ば
、
或

い
は
遷
官
の
喜
び
有
ら
ん
。
今
乃
ち
吾
が
亡
母
な
る
は
、
此
れ

何
の
祥
や
、
と
。
杢
は
未
だ
渥
か
に
暁
る
能
わ
ず
。
質
明
、
出

で
て
事
を
視
る
。
既
に
蹄
り
、
喜
色
有
り
て
、
遥
か
に
其
の
室

を
呼
び
て
日
く
、
吾
は
爾
が
矯
に
昨
夢
を
稗
き
た
り
、
爾
が
母

は
何
の
姓
ぞ
、
と
。
焚
氏
は
狸
然
と
し
て
悟
れ
り
、
議
し
其
の

母
は
乃
ち
熊
氏
な
り
。
是
に
於
い
て
熊
の
必
ず
擢
第
せ
ら
る
る

を
知
り
、
己
に
し
て
果
た
し
て
然
れ
り
。

妻
の
見
た
夢
を
夫
婦
と
も
ど
も
解
釈
し
、
そ
れ
が
息
子
の
科
挙
合

格
の
暗
示
で
あ
っ
た
と
知
る
点
で
印
象
深
い
。
夢
に
意
味
が
あ
る
と

信
じ
る
か
ら
と
そ
生
ま
れ
る
悩
み
と
、
当
時
の
科
挙
受
験
生
を
持
つ

家
族
の
動
揺
を
垣
間
見
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
る
。
焚
氏
が
解
釈
の

上
で
参
考
に
し
た
伝
問
、
「
棺
を
夢
む
れ
ば
官
を
得
」
は
、
南
朝
宋
の

劉
義
慶
「
世
説
新
垣
間
』
「
文
学
」
や
、
夢
占
い
の
参
考
書
で
あ
る
『
周

公
解
夢
艶
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
紋
切
型
の
解
釈
が
適
用

し
た
例
と
言
え
る
。
解
夢
書
を
用
い
た
説
話
の
例
と
し
て
は
、
唐
の

麻
安
石
「
祥
異
集
験
』
「
麻
安
石
」
(
『
太
平
康
記
』
巻
二
八

O
に
収
録
)

が
あ
る
。
唐
の
貞
元
年
間
(
七
八
五
八

O
五
)
、
麻
安
石
は
蕎
春
(
現
、

安
徽
省
寿
県
)
の
太
守
楊
承
恩
に
拝
謁
す
る
。
夢
に
宋
の
武
帝
と
称

す
る
、
冠
制
胴
を
戴
く
神
人
が
現
れ
、
楊
承
恩
は
節
度
使
に
な
れ
な
い

か
ら
、
留
ま
る
な
と
麻
安
石
に
告
げ
る
。
麻
安
石
が
解
夢
書
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
「
冠
憤
を
戴
く
神
」
が
告
げ
る
普
惑
は
、
そ
の
言
葉
通
り

に
な
る
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
詩
春
を
離
れ
る
の
で
あ
る
。
宋

人
が
解
夢
書
を
使
っ
て
夢
解
き
を
行
っ
た
例
を
発
見
で
き
て
お
ら

ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
焚
氏
の
よ
う

に
、
あ
る
程
度
夢
判
断
に
必
要
な
知
識
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い



か
。
し
か
し
『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
に
お
い
て
、
夢
を
見
た
当

人
も
し
く
は
専
業
で
は
な
い
占
夢
者
が
、
夢
の
啓
示
に
対
し
正
確
な

判
断
を
導
く
話
は
、
夢
の
啓
示
に
困
惑
し
た
り
読
み
間
違
え
る
話
に

比
べ
て
少
な
い
。
こ
れ
は
専
門
性
の
高
い
占
夢
者
の
不
在
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
現
象
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

(3)

夢
の
啓
示
を
め
ぐ
る
問
題

『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
に
見
え
る
夢
の
啓
示
は
、
具
体
的
で
一

見
分
か
り
ゃ
す
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
結
果
的
に
夢
の
解
釈
を
誤

)
る
の
は
、
夢
を
見
た
士
大
夫
が
夢
解
き
に
充
分
な
知
識
が
な
か
っ
た

嗣
の
で
は
な
く
、
夢
の
啓
示
が
分
か
り
ゃ
す
さ
と
は
裏
腹
に
、
い
た
ず

引
ら
に
期
待
を
抱
か
せ
る
紛
ら
わ
し
い
情
報
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ

伯
る
。
「
夷
堅
甲
志
』
巻
九
「
郷
益
夢
」
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

に
郷
益
な
る
者
は
、
鏡
州
融
市
平
の
人
な
り
、
進
士
と
矯
る
。
初
め

調
三
含
を
興
せ
し
時
、
夢
を
州
の
城
抽
出
府
に
乞
う
。
夜
夢
に
官
府

間
日
に
往
き
て
、
壁
聞
に
詩
一
聯
の
、
郷
益
は
若
し
鏡
の
解
首
と
局

夢
れ
ば
、
朱
元
は
天
下
の
第
三
人
な
り
、
と
云
う
を
見
る
。
既
に

ド
究
め
て
、
大
い
に
喜
び
、
必
ず
郷
翠
に
冠
た
り
と
謂
う
。
時
に

町
舎
法
初
め
て
行
わ
れ
、
霊
園
仮
手
の
法
甚
だ
殿
な
り
、
益
は
首

問
め
て
禁
を
犯
す
。
朱
元
な
る
者
は
、
徽
州
の
人
な
り
。
察
京
は

茶
法
を
改
め
、
元
は
茶
商
局
り
て
、
私
販
に
坐
し
て
罪
に
蹴
る

耳一}

こ
と
、
正
に
第
三
人
な
り
と
云
う
。
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啓
示
と
し
て
与
え
ら
れ
た
断
句
「
郷
益
は
若
し
僚
の
解
首
と
局
れ

ば
、
朱
元
は
天
下
の
第
三
人
な
り
」
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
た
と
え

占
夢
者
で
あ
っ
て
も
、
郷
益
と
同
様
の
解
釈
を
す
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
啓
示
の
真
意
は
、
郷
益
は
カ
ン
ニ
ン
グ
の
罪
を
犯
し
た
最
初

の
人
物
で
あ
り
、
朱
元
は
察
京
の
茶
法
改
正
に
よ
っ
て
密
売
の
罪
に

問
わ
れ
た
三
人
目
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

『
夷
堅
士
山
』
の
夢
解
き
説
話
で
は
こ
の
「
郷
益
夢
」
の
よ
う
に
、
夢
を

見
た
者
は
、
楽
観
的
な
判
断
を
下
し
て
し
ま
う
が
、
後
で
裏
切
ら
れ
、

冷
酷
な
現
実
に
直
面
し
、
夢
の
啓
示
の
真
意
が
夢
見
る
者
の
厳
し
い

運
命
(
不
合
格
・
死
の
暗
示
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
話
が
多
い
。
運

命
に
関
わ
る
夢
の
真
意
が
、
夢
を
見
た
本
人
に
容
易
に
伝
え
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
『
夷
堅
支
戊
』
巻
十
「
余
程
守
婚
約
」
の
話
に
も
見
え
る
。

余
元
量
は
夢
の
中
で
、
蓋
守
約
か
ら
一
通
の
白
紙
を
示
さ
れ
、
余
の

運
命
を
記
し
た
も
の
だ
と
告
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
中
心
に
「
程
」
と

大
香
し
、
そ
の
そ
ば
に
数
千
の
、
蝿
の
頭
ほ
ど
の
小
さ
な
文
字
が
記

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
「
程
」
は
余
が
後
に
婆
る
こ
と
に
な
る
稜
氏
の

娘
を
意
味
す
る
。
洪
越
は
解
説
不
能
な
こ
の
小
さ
な
文
字
に
つ
い
て
、

「
小
字
者
、
疑
紀
其
一
生
休
省
、
故
不
使
得
見
耳
」
(
小
字
は
、
余
元

量
の
一
生
の
吉
凶
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
余
に
見
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
)
と
推
測
し
て
い
る
。
野
崎

充
彦
氏
は
『
太
平
康
記
』
の
贈
与
型
の
夢
の
説
話
に
お
い
て
、
「
人
の

運
命
に
関
わ
る
よ
う
な
贈
与
が
夢
で
な
さ
れ
る
場
合
」
、
「
夢
を
見
た



)
時
点
で
は
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
受
け
手
に
と
っ
て
不
明
な
場
合

引
H
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別
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が
多
い
」
と
指
摘
す
る
。
『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
に
は
、
『
太
平

底
記
』
の
夢
の
説
話
の
こ
の
傾
向
を
継
承
し
つ
つ
、
巧
み
に
真
意
を

隠
し
た
夢
の
啓
示
に
踊
ら
さ
れ
る
、
士
人
た
ち
の
醜
態
と
運
命
の
残

酷
さ
が
頻
繁
に
描
か
れ
て
い
る
。

『
太
平
鹿
記
」
収
録
の
夢
解
き
説
話
に
お
け
る
夢
の
啓
示
は
、
適
切

な
助
言
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
吋
。
そ
の
例
と
し
て
、
唐
の

『
停
戦
』
「
一
旦
虚
署
」
(
『
太
平
底
記
』
巻
二
七
八
に
収
録
)
の
物
語
が

挙
げ
ら
れ
る
。

豆
虚
署
は
、
本
の
名
は
輸
貞
な
り
。
少
年
に
し
て
術
州
に
旅
し
、

刺
史
の
鄭
式
陪
は
厚
く
之
を
待
す
。
謂
い
て
臼
く
、
子
は
複
姓

な
り
、
二
名
に
宜
し
か
ら
ず
。
吾
子
が
震
に
之
を
易
え
ん
、
と
。

乃
ち
署
、
著
、
助
の
三
字
を
書
し
て
之
に
授
く
。
日
く
、
吾
子

が
群
従
の
中
に
同
じ
き
者
有
る
を
恐
る
、
子
自
ら
荒
を
擦
ベ
、

と
。
其
の
夕
、
夢
に
老
父
之
に
告
ぐ
、
使
君
の
君
が
輿
に
名
を

易
う
を
聞
く
。
君
嘗
に
四
た
び
穆
し
て
名
を
成
す
ベ
し
。
四
は

甚
だ
佳
し
、
と
。
又
た
臼
く
、
君
は
後
に
二
十
年
し
て
慈
の
郡

に
牧
た
り
、
と
。
又
た
一
方
の
地
を
指
し
て
臼
く
、
此
慮
に
亭

蓋
を
建
つ
べ
し
、
と
。
既
に
搭
め
、
因
り
て
名
を
署
に
改
め
、
後

に
巳
に
再
び
下
第
す
。
文
た
ご
た
び
準
し
、
後
に
復
た
第
せ
ず
。

文
た
二
た
び
翠
し
、
乃
ち
名
を
成
す
。
蓋
し
名
を
改
め
て
自
り

後
に
四
た
び
準
す
な
り
。
後
に
二
十
年
し
て
、
果
た
し
て
術
州

A
M仙
}

の
刺
史
と
鋳
る
。
夢
み
し
所
の
地
に
徽
夢
亭
を
立
つ
。

豆
虚
署
に
伝
え
ら
れ
る
啓
示
は
、
具
体
的
に
「
四
度
の
受
験
で
合

格
す
る
か
ら
凹
(
の
数
を
持
っ
た
字
)
が
非
常
に
良
い
」
、
「
二
十
年

後
に
術
州
の
令
に
な
る
」
と
告
げ
て
お
り
、
夢
見
る
者
に
と
っ
て
親

切
な
助
言
と
な
っ
て
い
る
。

『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
に
は
、
夢
の
啓
示
を
読
み
違
え
る
理
由

を
、
啓
示
の
伝
達
者
(
神
・
鬼
)
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
考

え
方
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
『
夷
堅
支
乙
』
巻
三
「
洪
季
立
」

の
物
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

洪
短
季
立
は
元
符
己
卯
に
生
ま
る
。
紹
興
丙
子
の
歳
に
至
り
、
五

十
八
な
り
。
六
月
某
日
、
蚤
に
起
き
て
、
館
客
の
従
姪
喬
を
招

き
て
之
に
語
げ
て
日
く
、
吾
夜
に
佳
夢
を
得
、
宜
し
く
我
を
賀

す
ベ
し
。
昨
夕
正
に
熟
隠
せ
し
問
、
神
人
の
背
を
抑
ち
て
笑
い

て
、
爾
が
詩
数
は
本
六
十
八
歳
に
止
ま
る
も
、
近
ご
ろ
陰
徳
有

り
、
幽
冥
の
重
ん
ず
る
所
に
繰
り
て
、
遂
に
十
年
を
増
す
、
と

日
う
を
見
る
。
未
だ
其
の
何
事
な
る
か
を
担
ね
る
限
あ
ら
ず
し

て
、
開
但
然
と
し
て
嬬
む
。
然
れ
ば
則
ち
吾
春
秋
は
幾
ん
ど
八
十

に
至
ら
ん
、
今
自
り
以
て
往
け
ば
、
猶
お
二
十
年
有
り
て
困
地

に
俊
瀞
し
、
無
望
の
福
と
謂
う
べ
し
、
と
。
喬
は
相
い
興
に
謂

よ

歎
し
、
方
に
親
鍛
を
召
ば
ん
と
擬
し
、
宜
酒
し
て
慶
を
局
す
に
、

是
の
タ
鶏
鳴
の
時
、
忽
ち
疾
を
得
て
暴
か
に
下
し
、
明
日
の
午

に
治
び
て
起
た
ず
。
神
の
告
げ
し
微
を
視
る
に
、
乃
ち
十
年
を



(
幻
)

減
ず
。
惑
鬼
の
人
を
侮
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

洪
季
立
は
、
夢
の
中
で
陰
徳
に
よ
っ
て
十
年
寿
命
が
伸
び
た
と
聞

か
さ
れ
て
喜
ぶ
が
、
実
は
寿
命
が
十
年
少
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
こ
こ
で
啓
示
の
伝
達
者
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
神
人
が

洪
季
立
の
運
命
を
知
り
つ
つ
、
笑
い
な
が
ら
正
反
対
の
虚
偽
の
情
報

を
伝
え
て
い
る
点
を
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
洪
逝
は
夢
の
伝
達
者

で
あ
る
神
人
を
恋
鬼
と
見
な
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
『
太
平
鹿
記
』
・
『
夷
堅
志
』
の
大
半
の
夢
解
き

説
話
の
結
末
は
、
夢
の
啓
示
が
現
実
と
な
っ
た
(
熔
夢
)
こ
と
を
確

)
認
す
る
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
だ
が
『
夷
怒
一
志
』
に
は
啓
示
の

嗣
真
意
の
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
ず
、
「
不
可
解
」
と
し
て
疑
問
を
残
す
説

引
話
も
あ
る
。
こ
れ
は
『
夷
竪
志
』
の
新
し
い
傾
向
で
は
な
い
か
と
思

い
わ
れ
る
。
『
夷
堅
支
乙
』
巻
二
「
羅
春
伯
」
が
そ
の
例
で
あ
る
。

山
(
略
)
又
た
夢
に
官
府
に
到
り
て
金
書
の
府
梼
を
関
む
に
、
中
に

細
雨
た
び
卑
し
て
登
科
し
、
四
た
び
薦
達
に
遭
う
の
八
字
有
り
、
寛

腕
に
爾
た
び
省
闘
に
到
り
、
幾
ん
ど
多
士
に
魁
た
り
。
春
秋
四
十

拶
五
に
し
て
、
極
庭
を
超
佐
す
る
も
、
然
る
に
未
だ
雨
月
な
ら
ず

μ

し
て
、
位
に
終
る
。
所
謂
四
遠
の
兆
は
、
葱
れ
未
だ
隣
る
能
わ
明
。

臨
夢
の
啓
示
の
不
可
解
さ
は
、
洪
遇
の
長
兄
皇
迫
(
一
一
一
七
|
一

国
一
八
四
)
の
見
た
夢
の
説
話
に
お
い
て
、
洪
遇
自
身
に
よ
っ
て
指
摘

ー
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
『
夷
堅
支
戊
』
巻
五
「
妙
縁
寺
」

7

で
は
、
紹
興
十
六
年
十
月
二
十
五
日
の
夜
、
洪
活
が
天
台
山
で
夢
を

見
る
。
そ
の
内
容
は
、
亡
父
の
洪
階
、
次
兄
洪
道
、
洪
遇
ら
と
天
台

山
中
の
妙
興
寺
に
行
く
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
洪
逝
は
「
此
の

夢
時
間
る
べ
か
ら
ず
」
(
此
夢
不
可
腕
)
と
吉
一
同
い
、
啓
示
の
意
味
を
測
り

か
ね
て
い
る
。
ま
た
『
夷
堅
支
戊
』
巻
五
「
文
恵
公
夢
中
詩
」
で
は
、

淳
照
四
年
七
月
二
十
四
日
の
夜
、
洪
活
が
郷
里
郡
陽
で
見
た
夢
の
中

で
、
一
人
の
道
人
が
吟
じ
た
五
言
四
句
の
一
句
「
七
十
猶
お
児
を
生

む
」
に
つ
い
て
、
「
所
謂
七
十
の
語
は
、
公
は
此
の
数
に
登
ら
ず
し
て

終
る
」
(
所
謂
七
十
之
語
、
公
不
登
此
数
而
終
)
と
疑
義
を
提
出
し
て

い
る
。
洪
遜
は
『
夷
堅
乙
志
序
』
で
、
『
夷
竪
志
』
に
採
録
す
る
物
語

の
条
件
と
し
て
「
表
表
と
し
て
披
依
有
る
者
」
を
挙
げ
て
お
り
、
事

実
の
記
録
と
し
て
の
説
話
を
追
求
す
る
姿
勢
を
標
携
し
て
い
る
。
現

実
と
照
合
し
て
も
な
お
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
「
妙
縁
寺
」
・
「
文
恵

公
夢
中
詩
」
の
よ
う
な
説
話
で
あ
っ
て
も
、
一
事
実
と
し
て
記
録
し

て
残
す
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
夢
の
啓
示
に
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
洪
遜
の
問

題
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
思
わ
れ
る
。

結

び

『
夷
堅
志
』
の
夢
解
き
説
話
は
、
基
本
的
に
は
従
来
の
夢
の
説
話
と

同
じ
く
、
夢
を
見
た
者
が
夢
の
中
で
鬼
神
か
ら
啓
示
を
受
け
、
そ
の

夢
が
「
後
来
起
る
べ
き
事
実
と
密
接
な
関
僻
」
を
持
ち
、
「
不
可
抗
の



2

運
命
の
啓
一
四
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
夢
の
啓
示
が
確
か
に
真
実

7

で
あ
り
、
権
威
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
強
い
。
テ
!
?
と
し
て
は
科
挙
関
連
の
も
の
が
特
に
多
く
収
録

さ
れ
て
い
た
。
宋
代
は
厨
代
に
比
べ
科
挙
の
体
制
が
よ
り
整
備
さ
れ
、

科
挙
は
士
大
夫
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
夢
の
啓
示
は
必
要
な
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
科
挙
受
験
の
際
に
行
わ
れ
る
廟
で
の

祈
夢
・
乞
夢
が
盛
ん
に
描
か
れ
、
「
絢
紡
三
夢
」
の
例
の
よ
う
に
、
啓

示
に
従
っ
て
受
験
時
期
を
決
定
す
る
士
大
夫
の
行
動
に
も
伺
え
る
。

不
正
確
な
夢
解
き
の
内
容
は
夢
を
見
た
者
を
期
待
さ
せ
る
も
の
だ

が
、
そ
れ
は
不
正
確
ゆ
え
に
期
待
を
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
実

際
隠
さ
れ
て
い
た
正
確
な
啓
示
は
苦
い
も
の
で
、
そ
れ
が
現
実
化
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
太
平
底
記
』
収
録
の
夢
解
き
説
話
の
構
成
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
夢
の
啓
示
を
正
確
に
読
み
解
き
、
夢
み
る
者
の

判
断
を
助
け
る
権
威
あ
る
占
夢
者
が
存
在
し
、
読
み
解
き
に
失
敗
す

る
例
は
少
な
い
。
従
っ
て
読
み
解
き
の
苦
労
は
物
語
に
現
れ
に
く
い
。

一
方
現
存
す
る
「
夷
堅
士
山
』
の
夢
解
き
説
話
に
は
権
威
あ
る
占
夢
者

の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
専
業
的
な
占
夢
者
に
よ
る
占
夢
と
し
て

は
、
わ
ず
か
に
「
梅
渓
子
」
の
例
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
図
夢
者

梅
渓
子
の
信
用
性
に
は
疑
問
が
残
り
、
信
頼
す
る
に
足
る
権
威
あ
る

占
夢
者
と
は
号
一
同
い
難
い
。
夢
の
啓
示
の
内
容
も
よ
り
巧
妙
と
な
り
、
夢

の
伝
達
者
た
る
鬼
神
に
対
す
る
信
頼
も
損
な
わ
れ
、
洪
遮
自
身
も
懐

疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
「
不
可
解
な
夢
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

乙
れ
は
、
夢
の
啓
示
の
解
釈
に
対
す
る
洪
越
の
管
戒
心
を
物
語
っ
て

い
よ
う
。
語
り
手
で
あ
る
士
大
夫
た
ち
は
、
洪
遜
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
占
夢
の
術
を
伝
え
る
占
夢
者
の
不
在
と
、
こ
れ
に
付
随
す
る
占

夢
の
難
解
さ
を
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
意
識
が
、

夢
解
き
説
話
の
構
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

占
夢
の
苦
労
話
が
多
く
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
夢
の
啓
示
に

よ
っ
て
不
安
が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
期
待
か
ら
、
何
と
か
し
て
啓
示

を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
、
切
な
る
願
望
の
現
れ
で
も
あ
る
。
同
時

に
そ
れ
は
、
『
夷
堅
志
』
に
こ
う
し
た
夢
解
き
説
話
を
多
く
収
録
し
、

問
題
は
あ
っ
て
も
占
夢
を
必
要
な
も
の
と
考
え
る
洪
遡
自
身
の
意
識

も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

‘王
(
l
)

テ
キ
ス
ト
は
『
容
蹄
随
筆
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

用
い
た
。
(
原
文
)
漢
議
文
志
七
略
雑
占
十
八
家
、
以
資
帝
長
柳
占
夢
十
一

巻
、
甘
徳
長
柳
占
夢
二
十
巻
筋
首
、
其
説
目
、
雑
占
者
、
紀
百
家
之
象
、

候
善
悪
之
詮
。
衆
占
非
一
、
而
夢
潟
大
、
故
周
有
其
官
。
周
組
、
太
ト
、

掌
三
夢
之
法
、
一
回
致
夢
、
二
日
鮒
夢
、
三
日
成
砂
。
郷
氏
以
局
致
夢

夏
后
氏
所
作
、
崎
夢
商
人
所
作
、
成
妙
者
吾
一
口
夢
之
皆
得
、
周
人
作
藷
。

而
占
夢
専
潟
一
官
、
以
日
月
星
辰
占
六
夢
之
吉
凶
、
其
別
、
日
正
、
日

眠
、
日
思
、
日
脂
、
日
菩
、
日
制
。
季
冬
、
勝
王
夢
、
帥
肌
吉
夢
子
玉
、

一
九
九
六
年
)
を



王
奔
而
受
之
。
乃
舎
萌
子
四
方
、
以
贈
悪
夢
。
合
萌
者
、
猶
稗
釆
也
。

贈
者
、
法
之
也
。
詩
、
雷
、
越
経
所
哉
、
高
宗
夢
得
説
、
周
文
王
夢
帝

輿
九
齢
。
武
王
伐
材
、
夢
叶
朕
卜
。
宣
王
考
牧
、
牧
人
有
熊
預
魁
蛇
之

夢
、
召
彼
故
老
、
訊
之
占
夢
。
左
停
所
書
尤
多
。
孔
子
夢
坐
奨
子
南
極
。

然
則
古
之
聖
賢
、
未
明
百
不
以
夢
潟
大
、
是
以
見
於
七
略
者
如
此
。
貌
、

音
方
技
、
狛
時
時
或
有
之
。
今
人
不
復
留
意
此
卜
、
雌
市
井
妄
術
、
所

在
如
林
、
亦
無
一
箇
以
占
夢
自
名
者
、
其
製
殆
紹
突
。

(2)

重
複
し
て
収
録
さ
れ
た
十
三
条
及
び
題
名
の
み
で
本
文
が
伝
わ
ら

な
い
話
十
九
条
は
除
い
て
集
計
し
た
。
佐
々
木
美
智
子
氏
は
「
『
夷
堅

志
』
執
筆
動
機
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
中
国
文
翠
研
究
』
第
二
七
期
、
二

O

O
一
年
、
九

O
頁
)
で
「
夷
堅
志
』
の
全
収
録
話
数
を
二
七
二
四
話
と

回

す

る

。

福

(3)

「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」
(
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
社

て
会
科
学
、
二
二
巻
二
号
、
一
九
八
八
年
)
。
劉
文
英
氏
は
『
夢
的
迷
信

い
与
夢
的
探
索
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
五
九
頁
)
で
、

口
五
代
以
後
の
資
料
に
占
拶
者
の
痕
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
と
指
摘
し
、

話
そ
の
傍
証
と
し
て
『
容
爾
綴
筆
』
の
こ
の
一
文
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ

閥
し
、
拙
論
で
挙
げ
た
「
梅
渓
子
」
の
例
は
、
占
夢
者
の
例
と
見
な
せ
る

解

と

恩

わ

れ

る

。

ゆ

(4)

例
え
ば
、
熊
谷
治
「
『
捜
神
田
山
』
に
お
け
る
夢
に
つ
い
て
」
(
『
束
ア

』
ジ
ア
の
民
俗
と
祭
儀
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
二
一
四
一
=
一

院

八

頁

)

。

夷

(5)

テ
キ
ス
ト
は
『
捜
神
記
」
(
中
華
香
局
、
一
九
七
九
年
)
を
使
用
し

た。
(
原
文
)
曾
稽
謝
車
中
興
永
興
太
守
郭
伯
猷
善
。
謝
忽
拶
郭
興
人
於
漸
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江
上
争
樗
蒲
銭
、
因
鑓
水
神
所
賞
、
堕
水
而
死
、
己
管
理
郭
凶
事
。
及

究
、
卸
往
郭
許
、
共
闘
棋
。
良
久
、
謝
云
、
卿
知
吾
来
意
否
。
因
説
所

夢
。
郭
問
之
恨
然
、
云
、
吾
昨
夜
亦
拶
輿
人
争
鎖
、
如
卿
所
夢
、
何
期

太
的
的
也
。
須
央
如
閥
、
便
倒
気
絶
。
謝
局
凶
具
、
一
如
其
夢
。

(6)

以
下
、
『
夷
堅
志
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
害
局
本
(
一
九
八
一
年
)
を

使
用
し
た
。

(
原
文
)
絢
紡
、
字
公
索
、
元
姓
句
、
犯
上
嫌
名
、
遂
増
系
矯
絢
、
其

音
如
章
句
之
句
。
宣
和
甲
辰
、
赴
省
試
、
夢
人
告
白
、
法
得
、
逢
州
便

得
。
紡
喜
、
調
法
得
者
、
即
得
也
。
己
而
不
利
。
至
建
炎
戊
申
、
試
維

揚
、
夢
如
初
。
紡
目
、
遮
者
、
絢
也
。
我
己
姓
絢
。
又
試
於
揚
州
、
其

必
得
、
又
不
利
。
久
之
、
復
夢
其
人
来
、
以
買
告
目
、
君
年
四
十
八
方

登
科
、
今
未
也
。
紡
時
三
十
八
突
、
度
猶
有
十
年
、
以
未
可
得
、
不
敢

萌
進
取
意
、
扉
居
道
州
。
富
家
翁
召
教
其
子
。
及
紹
興
甲
寅
科
詔
下
、

紡
四
十
五
歳
突
、
以
矯
必
無
成
、
不
肯
往
。
主
人
強
之
回
、
所
以
延
君

者
、
正
欲
挟
小
児
倶
入
準
場
、
君
必
行
。
陰
令
其
子
自
矯
下
家
状
求
試
。

紡
不
得
己
従
之
、
遂
奥
富
子
倶
薦
送
。
明
年
、
級
公
娘
納
組
部
、
漫
瞥

視
、
則
所
具
年
甲
、
誤
以
局
四
十
七
、
是
年
正
四
十
八
也
。
黙
喜
、
以

矯
神
助
。
獅
未
暁
逢
州
使
得
之
語
。
及
坐
岡
混
勝
出
、
紡
名
之
左
一
人

姓
潟
、
右
一
人
姓
周
、
是
歳
遂
登
第
。
首
尾
十
二
年
、
凡
三
見
夢
方
験
、

曲
折
明
白
知
此
。

(
7
)
(
原
文
)
予
詞
古
今
人
志
趣
雌
若
不
問
、
其
宜
情
径
行
者
、
蓋
有
之

会
。
若
此
一
事
、
決
非
人
情
所
宜
有
、
疑
呂
氏
偲
設
以
局
詞
。
不
然
、

烏
有
夢
局
人
所
凌
、
旦
而
求
諸
術
、
至
於
以
身
死
駕
而
不
悔
。
所
謂
其

友
亦
一
痴
物
耳
。
略
無
片
言
以
関
其
惑
、
可
不
調
歪
思
乎
。
予
毎
讃
其

昔
、
必
局
失
笑
。



74 

(8)

「
夷
堅
志
』
に
科
挙
の
説
話
が
「
最
も
固
に
つ
く
」
こ
と
は
、
岡
本

不
二
明
氏
が
指
摘
し
て
い
る
(
「
科
挙
と
士
山
怪
」
『
腐
宋
の
小
説
と
社

会
」
汲
古
書
院
、
二

O
O三
年
、
二
七
四
頁
)
。
例
え
ば
『
夷
堅
甲
志
』

収
録
の
夢
の
説
話
は
九
三
条
あ
る
が
、
う
ち
科
挙
関
連
の
説
話
は
十

九
条
、
夢
解
き
説
話
と
み
な
せ
る
も
の
は
十
七
条
あ
る
。
ま
た
、
『
夷

堅
支
乙
』
巻
二
に
劉
名
世
『
夢
兆
録
』
よ
り
十
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
「
都
武
試
院
」
に
夢
の
記
述
が
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
の
九
話
は

い
ず
れ
も
科
挙
に
関
す
る
夢
で
あ
る
。
李
剣
国
氏
(
『
宋
代
志
怪
伝
奇

叙
録
』
南
関
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
三
三
四
頁
「
夢
兆
録
」
)
も

以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
此
書
則
専
陳
拶
兆
之
事
、
而
所
兆

者
全
局
科
名
仕
禄
、
反
映
着
当
時
士
大
夫
在
巧
名
問
題
上
的
迷
信
心

理。」

(9)

テ
キ
ス
ト
は
『
東
橋
記
事
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八

O
年
)
を
使
用

し
た
。(
原
文
)
張
部
公
嘗
調
予
目
、
茶
事
逃
士
時
、
窓
莱
公
同
遊
相
園
寺
、

前
詣
一
卜
騨
。
卜
者
目
、
二
人
皆
宰
相
也
。
(
略
)

(
刊
)
(
原
文
)
隙
果
、
字
亨
明
、
福
州
人
。
貢
至
京
師
、
往
二
相
公
廟
祈

夢
。
夜
夢
神
田
、
子
父
死
不
葬
、
科
名
米
可
期
也
。
果
猶
疑
未
信
。
明

年
、
果
拙
於
裡
閥
、
遂
遺
書
告
其
家
、
盃
庇
袈
事
。
後
再
試
登
第
。

(
日
)
(
原
文
)
京
師
二
相
公
胸
在
城
西
内
城
脚
下
、
理
人
入
京
者
、
必
往

謁
祈
夢
、
率
以
銭
置
左
右
蛍
子
手
中
、
云
最
有
神
盈
ロ
(
中
略
)
其
他

怨
験
甚
多
、
不
勝
載
。

な
お
、
森
田
慾
司
氏
は
、
「
文
回
回
帝
君
の
成
立
|
地
方
紳
か
ら
科
挙
の

神
へ

l
』
(
梅
原
郁
編
『
中
園
近
世
の
都
市
と
文
化
」
同
朋
舎
、
一
九

八
四
年
、
三
八
九
四
一
八
頁
)
に
お
い
て
「
二
相
公
廟
」
の
話
を
引

用
し
、
二
相
公
胸
が
北
宋
時
代
に
都
の
開
封
で
受
験
生
達
の
信
仰
を

集
め
た
と
す
る
。
ま
た
、
同
氏
が
紹
介
す
る
宋
の
費
袈
『
梁
制
問
視
志
」

巻一

O
「
二
相
公
廟
乞
夢
」
に
よ
れ
ば
、
祭
神
は
子
瀞
・
子
夏
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

(
ロ
)
西
郷
信
綱
氏
は
「
古
代
人
と
夢
』
第
二
章
「
夢
殿
」
第
三
章
「
長
谷

寺
の
夢
」
(
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
、
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
)
に

お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
夢
を
授
け
る
翌
所
と
し
て
の
「
夢
殿
」
「
長

谷
寺
」
の
例
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
二
相
公
廟
」
も
同
様
の
性
格
を
有

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(
日
)
以
下
、
『
太
平
成
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
本
(
一
九
六
一
年
)

を
使
用
し
た
。

(
原
文
)
貌
仰
輿
李
組
年
同
選
。
相
興
夢
、
貌
夢
見
侍
郎
李
彰
年
、
使

人
喚
、
仰
於
鐙
門
中
側
耳
聴
之
。
勉
年
夢
有
人
報
、
侍
郎
注
興
君
一
畿

丞
。
明
日
共
解
此
夢
。
以
局
門
中
側
耳
是
問
字
、
山
地
是
間
喜
。
果
唱
間

喜
尉
。
李
組
年
果
唱
聯
州
斬
豚
丞
。
仰
後
庇
野
安
郡
黄
尚
尉
。
准
勅
量

移
。
乞
夢
、
夢
拾
得
一
毛
蝿
子
。
興
李
亀
年
占
議
、
云
、
毛
字
千
下
有

七
、
膝
去
此
一
千
七
百
塁
。
如
其
言
。

(M)

科
挙
と
夢
兆
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
明
の
夢

の
研
究
者
、
陳
士
元
の
『
夢
占
逸
旨
』
巻
六
「
科
甲
」
篇
冒
頭
の
言
、

「
科
甲
爵
品
、
前
兆
有
ら
ざ
る
莫
し
」
(
科
申
爵
品
、
莫
不
有
前
兆
駕
)

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
日
)
(
原
文
)
潜
扮
自
稿
、
出
身
得
官
、
必
先
有
夢
。
興
越
自
動
向
選
。
倶

送
名
上
堂
、
而
官
久
不
出
。
後
珠
云
、
己
作
夢
、
官
欲
出
実
。
夢
扮
血
(

自
動
向
謝
官
。
扮
在
前
行
、
自
動
在
後
。
及
謝
慮
、
紛
在
束
、
公
在
西
。

相
視
而
笑
。
其
後
三
日
、
果
官
出
。
扮
局
御
史
、
自
勤
魚
拾
遺
。
同
日



謝
、
初
引
、
所
在
前
先
行
、
自
動
在
後
。
入
朝
、
則
珠
於
束
立
、
自
動

於
西
立
。
雨
人
遂
相
視
而
笑
。
如
其
夢
藷
。

(
日
)
『
夷
竪
志
』
以
前
の
文
献
で
、
占
夢
者
が
啓
示
の
解
説
に
失
敗
す
る

例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
『
長
子
春
秋
』
に
は
、
景
公
が

宋
を
伐
つ
際
、
泰
山
で
怒
る
二
人
の
丈
夫
の
夢
を
見
て
、
こ
の
解
釈
を

長
嬰
と
占
夢
者
に
尋
ね
た
が
、
長
嬰
の
解
釈
が
専
業
的
占
夢
者
よ
り

正
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
要
子
春

秋
』
が
昼
間
世
の
才
能
を
賞
賛
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
占
夢
者
を
引
き

合
い
に
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
口
)
(
原
文
)
有
孫
氏
求
官
、
夢
嬰
鳳
集
其
雨
響
。
以
問
占
者
宋
輩
。
目
、

鳳
風
非
梧
桐
不
棲
、
非
竹
宮
不
食
。
卿
蛍
大
凶
。
非
豆
杖
即
削
杖
。
後

間

孫

氏

果

迎

母

喪

o

な
お
、
『
大
業
拾
遺
記
」
「
掛
川
吉
」
(
『
太
平
鹿
記
』
巻

福
二
七
九
に
収
録
)
は
、
占
亨
者
は
異
な
る
も
の
の
、
「
孫
氏
」
の
啓
示

て
の
内
容
と
務
解
き
の
方
法
が
ま
っ
た
く
同
じ
類
話
で
あ
り
、
広
く
流

い
布
し
た
説
話
と
思
わ
れ
る
。

間
(
国
)
野
崎
充
彦
「
夢
説
話
類
型
考
|
『
太
平
底
記
』
を
中
心
に
」
(
『
中
国

話
学
志
』
需
号
、
一
九
九

O
年
、
三

O
頁)。

詞
(
悶
)
(
原
文
)
張
津
、
字
子
問
、
紹
興
戊
辰
、
自
常
州
録
事
参
軍
歳
滴
赴

解
吏
部
磨
勘
。
同
鋪
有
張
宰
従
政
者
、
建
康
人
、
罷
型
路
属
官
来
、
亦
有

叫
単
純
五
員
、
活
改
秩
、
而
其
一
人
智
坐
累
、
錠
曹
以
瑞
章
局
疑
、
方
上

』
省
待
報
、
未
決
可
否
也
。
宰
延
之
、
幾
腹
寝
食
。
忽
見
津
至
、
審
其
姓

醜
名
、
大
喜
。
日
、
昔
年
至
蒋
山
謁
費
公
司
券
、
夢
神
告
目
、
汝
身
畔
有

夷
水
則
改
官
。
搭
而
訊
諸
占
夢
、
皆
莫
能
測
。
今
興
宗
人
遇
、
而
其
名
目

津
、
事
字
加
水
、
津
字
也
。
神
告
之
由
民
、
此
吾
所
以
喜
也
。
時
秦
丞
相

嘗
圏
、
以
事
川
柳
旦
之
故
、
局
下
其
事
、
適
以
是
日
得
報
、
二
人
遂
同
班
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引
見
。
津
次
館
第
三
、
事
班
在
四
、
市
軍
照
司
訣
易
之
。
乃
詣
殿
下
、

宰
立
於
津
上
、
正
符
身
畔
水
之
兆
云
。

(
初
)
(
原
文
)
鼠
熊
、
部
武
人
、
校
書
郎
杢
之
子
。
紹
興
二
十
一
年
、
赴

試
南
宮
。
母
焚
氏
夢
蚊
人
界
棺
木
至
中
堂
、
目
、
此
夫
人
母
也
。
披
泣

而
幅
。
以
告
窪
田
、
人
言
拶
棺
得
官
。
若
三
郎
者
、
原
注
、
熊
行
第
三
。

恐
有
登
科
之
兆
。
如
君
者
、
或
有
遷
宮
之
喜
。
今
乃
吾
亡
母
、
此
何
祥

也
。
釜
未
能
越
境
。
質
明
、
出
視
事
。
既
蹄
、
有
喜
色
、
遥
呼
其
室
日
、

吾
局
爾
稗
昨
夢
失
、
爾
母
何
姓
。
焚
氏
型
然
悟
、
護
其
母
乃
熊
氏
也
。

於
是
知
熊
必
摺
第
、
己
而
果
然
。

(
幻
)
股
浩
は
「
何
を
以
て
特
に
位
を
得
ん
と
し
て
棺
器
を
夢
み
、
賂
に
財

を
得
ん
と
し
て
矢
械
を
拶
む
や
」
(
何
以
賂
得
位
而
夢
棺
器
、
将
得
財

而
夢
矢
械
)
と
尋
ね
ら
れ
、
官
は
「
臭
腐
」
で
あ
る
か
ら
棺
を
夢
み
る

の
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

(n)
黄
永
武
博
士
主
編
『
敦
抽
出
費
誠
』
(
新
文
盟
出
版
公
司
、
一
九
八
五

年
)
第
一
三

O
冊
、
一
九
頁
、
ペ
リ
オ
三
六
八
五
号
及
び
、
三
四
一
頁
、

ス
ダ
イ
ン
ニ
二
二
二
号
に
減
せ
る
『
解
夢
書
』
家
墓
章
第
十
一
に
は
、

「
拶
に
棺
木
を
見
る
は
、
官
を
得
、
吉
な
り
」
(
夢
見
棺
木
、
得
官
、
吉
)

と
あ
る
。
劉
文
英
「
中
図
古
代
的
夢
寄
』
(
中
華
寄
局
、
一
九
九

O
年
)

三
回
頁
に
も
『
周
公
解
夢
害
」
(
残
巻
本
)
の
一
条
と
し
て
校
訂
の
の

ち
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
(
原
文
)
郷
益
者
、
餓
州
臨
時
平
人
、
震
進
士
。
初
興
三
舎
時
、
乞
夢

於
州
城
陸
廟
。
夜
夢
往
官
府
、
見
壁
間
詩
一
聯
云
、
都
益
若
矯
儲
解
首
、

朱
元
天
下
第
三
人
。
既
究
、
大
喜
、
詞
必
冠
制
刑
準
。
時
合
法
初
行
、
挟

書
俄
手
之
法
甚
殿
、
益
首
犯
禁
。
朱
元
者
、
徽
州
人
。
察
京
改
茶
法
、

元
局
茶
商
、
坐
私
販
抵
罪
、
正
第
三
人
云
。
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(μ)
前
掲
野
崎
論
文
、
二
七
頁
。

(
お
)
管
見
に
よ
れ
ば
、
夢
を
見
た
者
を
惑
わ
せ
る
啓
示
を
得
て
、
読
み
違

え
る
話
と
し
て
は
二
例
あ
る
。
唐
の
減
宇
『
政
典
記
』
「
周
延
翰
」
(
『
太

平
鹿
記
』
巻
二
七
九
に
収
録
)
と
唐
の
高
彦
休
『
閥
史
』
「
楊
敬
之
」
(
『
太

平
鹿
記
』
巻
二
七
八
に
収
録
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
占
夢
者
は

登
場
し
な
い
。

(
お
)
(
原
文
)
豆
虚
署
、
本
名
輔
貞
。
少
年
旅
於
術
州
、
刺
史
鄭
式
附
厚

待
之
。
謂
目
、
子
複
姓
、
不
宜
二
名
。
吾
潟
子
易
之
。
乃
書
署
、
著
、

助
三
字
授
之
。
日
、
吾
恐
子
群
従
中
有
問
者
、
子
自
様
務
。
其
夕
、
夢

老
父
告
之
、
間
使
君
輿
君
易
名
。
君
償
四
臨
中
成
名
。
四
者
甚
佳
。
又
日
、

君
後
二
十
年
牧
葱
郡
。
又
指
一
方
地
日
、
此
薩
可
建
亭
塁
。
既
倍
、
因

改
名
署
、
後
巴
再
下
第
。
又
二
阜
、
後
復
不
第
。
又
ニ
傘
、
乃
成
名
。

蓋
自
改
名
後
四
邸
中
也
。
後
二
十
年
、
果
局
術
州
刺
史
。
於
所
夢
之
地
立

徴
拶
亭
。

(
幻
)
(
原
文
)
洪
短
季
立
生
子
元
符
己
卯
、
至
紹
興
丙
子
歳
、
五
十
八
失
。

六
月
某
日
、
蚤
起
、
招
館
客
従
程
喬
語
之
回
、
E
日
夜
得
佳
夢
、
宜
賀
我
。

昨
夕
正
熟
睡
問
、
見
神
人
前
背
而
笑
日
、
爾
呈
冊
数
本
止
子
六
十
八
歳
、

総
近
有
陰
徳
、
幽
冥
所
重
、
遂
増
十
年
。
未
暇
担
其
何
事
、
担
然
而
掘
。

然
則
吾
春
秋
幾
至
八
十
、
自
今
以
往
、
猶
有
二
十
年
優
瀞
田
地
、
可
調

無
望
之
福
突
。
爾
相
興
諦
欺
、
方
擬
召
親
潟
、
資
澗
局
慶
、
是
タ
鶏
鳴

時
、
忽
得
疾
暴
下
、
治
明
日
午
不
起
、
視
神
告
之
数
、
乃
減
十
年
。
悪

鬼
侮
人
如
此
。

(
お
)
(
原
文
)
(
略
)
又
夢
到
官
府
関
金
書
崩
桜
、
中
有
爾
準
登
科
、
回
避

聴
逮
八
字
、
克
雨
到
省
閥
、
幾
魁
多
士
。
春
秋
四
十
五
、
超
佐
植
庭
、

然
未
爾
月
、
終
手
J

位
。
所
詞
四
達
之
兆
、
葱
未
能
暁
。

(
却
)
出
右
誠
彦
「
上
代
支
那
史
籍
に
見
ゆ
る
夢
の
説
話
に
つ
い
て
」
(
『
支

那
神
話
伝
説
の
研
究
』
中
央
公
論
社
、
増
補
改
訂
版
、
一
九
七
三
年
、

六
六
八
頁
)
。

(
初
)
菅
原
昭
英
「
古
代
日
本
の
宗
教
的
情
操

(
1
)

記
紀
風
土
記
の
夢

の
説
話
か
ら
」
(
「
史
学
雑
誌
』
第
七
八
編
第
二
号
、
一
九
六
九
年
、

三
九
頁
)
第
一
節
「
古
代
中
国
史
書
に
お
け
る
夢
の
説
話
と
運
命
」
。




